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珍奇の名を競ラ植物の数々 月主主でなく鷲主主で、英液汁をすり付けて染めるの怠で

中で釜苦労顎進にヒヤカナνたかカヲカワレたかしまし葉集」巻7 の柿添人麿の歌にも
たが、叉楼号か庵号を変えました。 ζれは心境の変化| っき主主に衣は揺らむあさ露に
だから止むを得ません。それに雅号はいくら変えても| ぬれての後はうつるひぬとも
税金もか λりませんし安心なものです。で前の酔夢後| があり、又巻10にも
と云うのは、訟の様な凡夫は酔生夢死でおると云う表
面の意と、訟は酔う容も好きであるが、まだ夢もある

っきぐさに衣ぞ染むる君が為ゐ
まだらの衣ずらむとおもひて

と云う衰の襲来もあって後号とし絞に彫って額とし、 |  っき掌に衣いろどりすらめども
玄関にか L げたのでしたが、もう寄る年浪で酔う事も| うつらな色といふかしるしき
あまり好まなくなり、夢もなくなりました。然しまだ| などがあるしほ撞式」に翠諸陸幣、鴨路草木鱒O校
86才で富士登山を決行しようと云う位の希望はありま! と記してあるのなどもツユクサが古くから染料として
すが、それ位の夢で、もう大して欲もありません。只| 使はれた記録である。
々主事に親しんで暮らすだけなので「親草庵」と号する 3. ジゴクノカマノフタ
事に致しました。こ L で親掌と云うのは、本草と云う| キラシソワのー名である。春の彼岸頃、路傍や挺の
のと同じで、主主だけの意でなく木も含めての意味で| 上又は石垣など、日当りのよい処に生える多年草で、
す 茎は直立せず4 方に広がって飼っている。一寸径の萱
1. アカシポウ | を思はすので管設かが地獄の釜の重量と名付けたもので
アカシポクと云っても人間の赤ん坊ではない。皆類| あろう。花も美しいので、いつか元町で 1街.so円で売

にも赤ん坊がある。それはクリタケのー名である。グ| っていた。繋にも茎にも毛があって、奨は対生し、縁
日夕グはー名キジタケとも去い、秋季クムナラ等の| には粗い鋸歯があり倒彼針形で往々紫色を待びている
潤葉樹の朽ちた切株に叢生する茸で蓋は赤褐色で. 中| ことがある。
央部は濃く茎の下部も蓋部に似て、彼の色は最初は白 4. メゲスリ Jキ〈ー名チョウジヤノキ】
いが、臨子が熟するに従って、橋色に変る食用宝章であ| カエデ科の植物で、山地に生ずる落葉喬木、高さ10
る。これによ〈似た種類にニガクリタケと言う毒茸が 1mに達するものがある。奨は対生で 3出奨、上面は精
あって、往荷誤り食って中毒する人があるがこれは、 | 無毛であるが、下回は特に奨脈に褐色の長載毛を密生
査の中央部が赤褐色であるから、英地色に注意すると| する。樹皮を煎じて洗限料とするので限薬の木の名が
すぐ区別が出来る。 I ある 0

2. アオバナ 5. フタリシズカ
アオノザ・と去っても鼻汁霊小僧の青鼻汁の事ではな I r茶がかった平床には、鈎生存をかついだ親子和簡を I
L、。夏の路傍の朝を美しく彩るツユクサの干名であ| 畿に描いた軸を閑静に掛けて、前に青銅の古瓶を鋸え
る。太田南畝の「ー話一言」巻の23に鴨路章、和名ツ| る。鶴程に長い顕の中から、すいと出る 2茎に、十字
キクサ、叉ツユクサ、叉アオパナと去、骸肢の方言カ| と 4方に囲ふ奨を境に、数珠に賞〈露の珠が2穏宛、
マヅカ、近む筆根方言ゴ Y ヤタラクと去、在所に多| 偶を作って咲いて居る。」
し、花碧生なり( 中目的 i日頂宅太郡山田村産、緊の長 I r大変帝国い花ですね。一一見た事がない。何と云ふん
さ6. 7花弁の大さ寸に近し、土人多摘て利とす。 IですかJ
t筆者云うとれはオ、ボクνパナ) 6 月13日より 7 月 I r是が、例の二人静だ」
13に至って花を採の侯とす。家を挙て野に出て花を取 I r例の二人静? 例にも何にも今迄聞いた惑がないです
りY十を搾り紙を築、是を韻E紙とZかして四方にひさ| ね」
ぐ、英製伝あり o とある。こ L の習E紙はオオポクジ I r覚えて置くがいい、面白い花だ。白い穏が低度2 広
パナで梁めたのであるがツユクサの花を摺りつぶして| 宛lsる。だから 2人静。謡曲に静の霊が 2人して舞ふ
でも梁めることが出来る。従ってツキクナと云うのも! と云ふ事がある。知っているかねJ



「知りませんねJ 生ずる 1年輩で、高さは 20-60cmになり、あまり枝
r2入静。……面白い花だJ 分れしないが勢のよいのは上部で幾っか筏を出す。濃
淑右の虞美人草の中に出てくる宗近親子の会話の 1節| は互生で主主針形、表面は深緑で毛はないが裏面と茎に
である。 2 人静の描写が突にうまい。プタ 9 Vズカの| は褐色の細い毛がある。叢簡はなく細い托奨がある。
和名の意味は、倭漠三才図会の湿草の部に「謡歌ニ云 I : 夏から秋にかけて茎の頂きに穏をなして多くの紫色の
フ、静女ノ幽霊二人ト為リテ遊舞ス、此花ニ架精霊豊ピ| 花をつける。狸豆と云う名は若返を覆う褐色の毛の多い
鱗灯、故ニ之νニ名ク」とある。静知義経の寵| 等の有機によったものである。牧野富太郎博士仰に
熔静御前の事である。プタ Fνズカは、裸花で花蓋片| さう言へぼまともの花は獣なり
がなく、花後夏から秋にかけてよく閉鎖花をつける特| 花尉1ば庭に栽えたき狸玄
性がある。雄蕊は 1箇であるが、花糸が短かく 3つに| 下の句は c ) してまだ諮も園内に作っていないと註
分れて内に曲って子房を抱き、且つ各鶏をつけてい| がしてある。忍も問惑である。来る 8 月26日京都摺物
る。フタ Pνズカに対して、ヒト 9 vズカがある。ど| 分類地理学会で尾鷲の九鬼地区の組物採集の帰途、第

トPνズカの方が先で、それに対してフタ 9 vズカが| マメが沢山あったので、種子を捜したがまだ時期が早
あるのであるうが、認では敵宕の文に釣られてフタ 9 Iくよく熟していなかった。タヌキマメは 1年草だから
νズカの方を先に書いて仕舞った。ヒトリνズカの花| 種子を取って蒔くより仕方がない。設に描いたものに
も襟花で、花弁がなく総務は 1箇であるカマE糸は 3分| 除、明治36年挙腸堂発刊の園芸文庫別巻町E閲笑誇」
して白色糸状を量し、水平に出ている。そして外側の| の表紙に三日月をあしらったタヌキマメの面白い絵が
2;;主だけ基脚の外側に鶏をつけ、中の 1 ; < j ; :には鶏がな|ある。
い。子房は 1 簡で花穂が 1;;主だからヒ } 9 Vズカと云 l 猶狸の名のついた植物には、やはりマメ科のコマツ
う。その語原についてはやはり倭漢三才図会に「静ト| ナギ扇でタヌキコマツナギがある o これは琉球、台湾
ハ源義経ノ寵妾ニジテ、吉野山ニ於テ歌舞ノ事アリ、 I  lヒ産する。叉食虫植物のタヌキモの仲間にはノタヌキ
好事者英美ヲ比V テ以テ之νニ名ク」とある。支那に| モ、ヨタヌキモ、ヒメタヌキモ、ミカワタヌキモ、フ
も此れの 1 品があって水晶花と云うそうだが水晶花の| ナタヌキモ、イトタヌキモ、 V ヤクグイタヌキモなど
名も真にふさわしい。ヒト 9 Vズカの葉は総会に近く| タヌキの宅華麗が多い。皆タヌキモ科タヌキモ麗であ
4奨が携して着いているが、プタ 9 vズカのはよ2葉| る。カヤツリグナ科には、タヌキラシとコタヌキラ y
と下奨が少し敵れて着いているので、葉を見てもすぐ| があり、コタヌキラγは軍高山帯の草地或は隣地に生
区別が出来る。叉ヒト 9 vズカにはフタ Fνズカのよ| じ、タヌキラシは我邦中部以北のilli高山の多湿地に主主
うな臨鎖花が出来ない。 1 ずる。ヒナノνヤクジヨク科にはタヌキノνヨクグイ
6. ヘピノネゴザ Cー名カナクサがあり、との植物は四国の阿波に稀産する。タヌキノ
蛇の寝菜座の意味で、イヌワラピ、ジクチV ダ等に Ivヨクダイ属の植物は世界で南米に 1穫と日本に此 1
似たνダ類の 1種で、山野の勝也にも陰地にも生えて| 種を産するだけである。
いるが、東日本に多い植物である。嘆の長さ15-40cm I  9. キツネノマゴ
になり、蛇の寝葉座と呼ばれるのは、時に蛇が其の* 1 狸の次には狐を出さんとうつりが曜い、狐の孫とは
に居る事があるからその名を得たわけである。叉別名| 面白い名であるが、どうしてそんな名がついたのかさ
のカナクサと云うのは、金山やま良山に多くあるからだ| つばり分らない。野原や路傍に生えている雑草で、茎
との事である。
7. ヘピノシタ
王伝子H中部以北の高山滑に生ずる多年生の小形のνダ
である。本名はアキノハナワラピと云う。此植物はハ
ナワラビ扇で、へピノνタと云うのは、環が 1枚穏が
1;;伝であるところから蛇の舌が 2叉に分れている有様
に援したものであろう。稀少な植物である。忍は大止
7年乱軍吉山で採集したのを持っている。
8. タヌキマメ
この花はたしかに誰が見ても涯の顔そっくりであ

る。タヌキマメの名の示す通りマメ科の植物で野原? に

は方形で高さ 30cmばかりになり、葉は対生で長精円
形状の披針形で、夏から秋にかけて淡紫紅色の震形花
を開くがνソ科ではなく、キツネノマゴ科である。雄
蕊は 2窓、雌蕊は 1 ;<j;:で果実が熱すると 2つに裂けて
種子を弾き飛ばす。
或植物採集会の時、来高校の女生徒から此属物を聞
はれたので、これはキツネノマゴと答えたらその友達
が横から、うちの学校の先生はタヌキノマゴと教えは
ったわ。と言った。さてそれは労連が笑談に言はれた
か、間違って言はれたか、生徒逢がだんだん先進の去
はれたことを次吉次ぎと伝えているうちに間違ったの



か分らない。間違についてこんな例がある。
とれば訟の学校の例であるが昆虫を採集に行ったと

きヒヨクタシゴミムV を教えたら、それが伝はってい
るうちに、いつの間にかヒヨクタシチリムνになって
いたととがある。ゴミとチリは同じ物でもヒヨクタ y
チHムνはない。叉これも或縞物採集会でヒメモチが
口から耳え伝えられているうちにコモテになっていた
事もある。だからタヌキノマゴもそんなことではある

ラ、は君主にトマ 9 :1'と云うアJレカロイド約 2 %を含
み、種子には脂肪1良1 3 %及少量の揮語性アルカロイ
ド、 νチジジを含有する。十マリシの皮下注射による
致死野は家兎の体重 I砥に付き0. 4 瓦であると云う。
12. ピシポウカズラ〈ー名ヤブカラシ〉
これはプドク科に属する植物で、よく離の上ー面に

覆い茂って薮を枯らすのでヤブカラνと云う。叉大切
な作物の上に茂ってそれを枯らすので、賓芝草とも名

まいか注意を要することである。狐の名のついた鑓物| 付けたものである。多年性の懇縁箪窓で事警は互生し、
も叉中々多い。まずキツネノマゴに近いものでは、そ| 烏の足形をした複奨である。茎には援があり、縦ま L
の変種で琉球や台湾に産するキツネノヒマゴがある。 Iに他の草木の上に蓋を延ばして之を屡い、名の通り ζ

との縞物除、奨は小形で厚〈、乾いて黒味があり、蔓| れを縮らして仕舞う。葡萄のようなあまり目立たない
や琶の縁辺が透明膜質でないもの、又同じく琉球、合| 花を関〈が実はあまり出来ない縞物である。アオスジ
湾産で、葉、省、賞、及花冠等に毛のないもの、これ| アグハが好んでこの花に集ってくるからアオメジアグ
もキツネノマゴの変種でキツネノメ7 ゴと云う。其の| ノ、の採集には、花の時分ピシポクカズラの茂っている
他キツネアずミは原野にあるごく普通のキク科縞物| 薮に捕りに行くがよい。
で、よく人に知られたもの、キツネタシポは、タシポ 13.
ポ属の小形な権物で相撲に産する。 I ジイソプ、パアップなんて云うと外国語のように筒
キツネノボタ:l'f'iキ y ポクグ科の普通の野草、キツ| えるが、これは木曾の方言で、老爺のそばかす、若婆

ネガヤはイネ科緬物で、南朝鮮、支那原産の帰化縞物| のそばかすと云うことだそうである。どちらも繋や茎
でスズメノチヤヒキ属である。ヒガ Y パナ科のキツネ| に、 1種強烈な臭気があってその生えている近〈へ行
ノカミソムヤナギ科のキツネヤナギは周知の縞物で| くとその臭気でジイソプかパアソプがこ L らにあるな
ある。 I と云うことがすぐ知れる。この根茎を強壮楽に用い
10. オ= ノヤガラ〈ー名ヌスピト J アシる。筆者の知人の老書家は六甲産のものを酒で用い
林中に生ずる多年性の無葉闘で、茎は真i宣に立ち 1 I て、よく効〈と諮られたことがある。然し此の人は舷

米位に伸びる。英実直な茎を矢柄に見立て、林の中に| 物採集中脳溢血で倒れた。ジイソプもパアジプも共に
あるから鬼の矢柄と呼んだものである。茎は其上部に| キキヨク科の多宇佐の草で、綜緯茎であるが右にも左
ある穂の様な花序と共に、黄色のものと賞赤色のもの| にも巻いて、巻方は一定しない特性がある。奨は4 枚
とがある。地下には長精円形の塊形があり、長さ1 0 - Iずつ1・自撰して付いている。ジイソプのE しい和名はツ
18cm あって、一寸ジャガイモの形に似ている。との I Jレニシジシであるが、パアップの方はこれがE しい名
銭形を足{ c 見立て盗人の足と名付けたもの、山村の子| になっている o ツルニシジシは奨に毛がなく、鐙形の
供はとれを焼いて食べる。花期は6 、7 月項。 1;花は外側は白緑色で、内面には褐紫斑点があるが、パ
11. クララ | アソプの方十士、奨に毛があり、花は内面濁系色を塁し
マメ科の積物で、クララと云う名は、英の苦い浪の| ている。両者共花は 7、8 月頃咲き、鐙形で長さ 2 c m

汁を嘗めるとくらくらと自肢をすると云うので名付け| 内外、口縁は 5つに裂けている。どちらもその花の内
たとのととである。山野、土堤などでよ〈見受ける多 I i冒の紫の斑点をそばかずに見立て、名付けたものであ
年住の草で、若事の時は萩に似ているので、縁日など| る。
ではたちのよくないI直木屋が萩の誌だといって、とれ 14. バクチノキ
を売っていることがある。これは戦前の話であるが京| 陵地に生ずる常緑の喬木で、奨は 1寸、青木の奨に
都で或知人がその手にか L ってクララを買って来たこ| 似ている。これはパラ科の植物で、樹皮が時を定めず
とがある。茎は直立しょく成長すると、高さ 90cm 位| 鱗片となって脱落するので、 1事打に負けて繰にされる
になり、葉は奇数羽状複葉で、藤の葉を少し小さ〈し| のに響えたものである。袈脚の所に丁度ソメイヨνノ
た様な形である。花期は初夏で、多数の淡黄色の牒形| にある様な蜜勝、があるのが特徴である。パクナノキの
花を着ける。クララは漢方薬では五参の一つで苦参と| 新奨からばくち7.K ( 局方〉を裂し、杏仁7. K と同じ〈媛
い L健胃薬であるが叉畑虫駆除にも効くと云う。台湾| を鎮め、W : I ' ・l反を鎮静にする薬とする。
では奇f ，! j f i ! の佼傷に内用するそうである。牛馬の皮l霞に 15. ショウペシノキ
寄生する昆虫を駆除するには全草の煎汁を用いる。ク| 小便の木の意で、鹿路島の城山公閣にある。中身珍
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木で、方# にある木ではない。ミツパヲツギ科の樋物 i叢生する7J" y カクイのー名である。此の植物は、多年
で、奨は 3 出複奨と単葉との爾万使いである。小さな| 性の草で、泥中に旬授を引いて往々群を戒して繁茂す
花がすむと秋には、動豆豆位の澄色の突が穂になって| る。高さ 50-90cm位になる。稗は直立して、 3角主主
出来る。此の木を切ると其切口から小使が出るように| を成すから、チシカクイが本名である。
樹液が遊り出るのでノj恒の木と云う名がある。 I 21. ノウゼシハレシ
16. ミサオノキ |  ノクゼ Y ハνyと去うと、外国名の様に感ずるが、
勝抗生ずるアカネ斜の鰍献で高さ 2 m位にな| さに非ず、これはれっきとした和名である。菜の花は
る。臨地で鵡円形、厚くて光沢があり、漢の間| ノクゼシカズラに似て、臨懇の様だと封勝であ
には三角形の托震がある。夏季黄色怖が咲き、果実| る。園祭の方では、金舗で遇っている。よく縁目や
は円〈黒熱する。此の木はたとえあまり養分のないよ| 夜底などでその鉢植えを見掛けるし、叉砲にも作ら
うな岩の裂買に生えても、いつも青々としているので| れているごく普通の園謝践である。もと南米ペルー
操の木と名付けたもので、その名付け親は牧野富太郎| の原町、弘化年聞に献した 1輔の草である。ノ
博士である。 IクゼY ハνγと云う 1科をなす。ー名ナスターテユク
17. プタノマシジユウ〈ー名カガリビパナ) ムと云うのは、洋食に使うナタネ科のオラ y ダガラv
渡来の園芸積物で、サクラック科の球根植物であ| 別名ミズタガラジをナスターチユクムと呼ぶのである
るo νクラメシ叉はナイクラメ y と云えば多くの入が| が、その槌物の呑いにノクゼ Y ハνyも似ているの
知っているが、ブタノマ Y V'ユクの名は知らぬ人が多| で、これも同名で呼ばれるようになったとの事であ
い。球援が鰻頭形で、伊コ時1のν、Pー島では、猪が| る。南方熊楠全集巻7 、草花の認の項に「ノクゼツハ
好んでこれを食べるので猪のパシと呼ぶそうである o I νyは、ペノレーの原産だが、英ノ、スの奨様の禁と、兜
その寒から日本では豚の鰻頭ともじって名付けたとの 1;様の花を、古欧州の円楯と金兜とに見£て、 トロペオ
事である。叉赤い花弁( 今は白い花もあるがが〉がよ| ノレム( 鞍悶品〉と学名した。奨と突を塩と酢に漬ける
方え反返えって咲くので、それを火婿に見立て L議火| とからし讃のような球がして、豪的に飯が進む。商洋
花とも呼ぶ。 I籾理のケシにも使う。夕方定期的に、その花から電光
18. ボロボロノキ | を出すのを、 9 Yネの娘ク Pスチナが愈塊したという
九州、lの山地にある植物で、落葉/ 持訴、若い授は紫| から、多く植えて研究したら大国益になる件を見出す

色であるが 2年目からは賀灰色に変る。小授は冬にな I ; かも知れぬ」とある。それほんとかね! だ。原文には
ると強いものを残して葉と共に落ちる性質がある。然| ノクゼγカズラとなっているが、ノクゼ y カズラは交
しそれでポロボロノキと云うのではない。ポロポロノ I
キはポロポロノキ科で、日本ではー科、ー圏、ー種の| も遣うし、明かにノクゼY ハνシのととであるので、
珍らしい縮物で、ピヤクダシ科やヤド P ギ科に近い縞| 筆者が勝手にノクゼシハνγとしたわけである。念の
物である。葉は互生で卵形、長さは 4 - 6 c m あり、 1;為めそこの処を今一度書くと、 5 月の宋に咲く草花と
花は総状花序で雌滋異花、下部のものはt樹Eで、上方| 云う所に出ていて「ノクゼシカズラも昨今咲初め局
が長街Eである。此の木の材は非常に施くぼろぼろと折| るJ で初まっているのである。
れ易いのでポロボロノキの名があると云う。 I 22. へクソカズラ( ー名ヤイトパナ〉
19. ラノシケル |  アカネ科の還z縞物で、左巻きときまっている。万王者
ラノシグルでは何の事かさっぱり分らないが、この 1;集にすでに裁って麗り、巻16に、

名がダ 3 アが日2訟にスって来た時の名である。白ヂ悦| 葛ばなにはひおほとれる探葛
太郎博士によれば、ダ Pアは天保13年に初めて輸入さ| 絶ゆることなくみやづかへせむ
れ、当初は和蘭名ラノシグノレで適用したが、禁花共に| とあり、古名はクソカズラと云ったのである。奨はず
やム牡丹に似ているので天竺牡丹と俗草示したと「舶上| ツマイモの漢に似て薄く小さし対生で、薬開托繋が
花譜J に出ているとのことである。叉ダ 3アと云う，名! ある。花は夏目薬般に多郵恥1り生じ、鐘形で灰白
は瑞奥の織物学者ダーノレの匙に由て命名したものであ| 色、内面は紫色である。子供等がよく此の花を取っ
ると云う。 Iて、灸の真似をするので、ヤイトパナとも云う。果実
20. サギノシリサシ | は秋季黄色に熱する径 6 m m許り、垣根や薮などにあ
すギノν9 7J"i/とI序ぶのは、よく鷺の降りる様な湿 lって、冬でも落ちない。此の突をそのま A か、或は沼

地にあるので、駕の尻京jの意である。フトイに似たカ| 精に漬けて霜焼に



らへクナカズラから変ったものであるう。屍と震と両 1;基し雌縫異様で高さ 1 m内外、有議な落葉濯木であ
方ではあまり残酷である。然し呑いは人によって非常| る。渓は秋に生じて夏落ちる。それで夏坊主の名もあ
にその感じが異るもので、戦前の事であるから話は大| る。茎は灰茶色、薬は軟質で倒絞針形である。巣笑は
分古いのであるが、六甲山の食堂にスった所が 1つの| 楕円形の疑果で、 7 月頃赤熱する。味は辛い。その間
食卓にヘクソカズラが活けてあった。訟が胴苦しを下げ| 皮を沙紙原料とする。筆者が初めてとの植物に援した
ていたので、サーピスガールが、との花は何とい L ま| のは大A 4年、鎌倉の衣張山であった。
すかと訟に尋ねた。訟はその臭を撲がしてから答えた I 27. ハゲシパリ
方が効果的だと考えたので、その奨を取って嘆いで御| もう大分前の審であるが、東京の3芸大新聞の風楊語
覧と去った。断がその著書を嘆いでその女の子は、あι! と云う繍に「禿滑」と云う見出しで、次ぎの様な記事
いL 呑いだわ、と去ったので歴然として仕舞ったとと| が出たことがある。
がある。 I 前路、右山寺には紫式部参寵源氏の聞と云う離島、
お. ママコノシリヌゲイ〈ー名トゲソバ) 一室があり、東面した窓際には、同女史の使ったと云
タデ斜に属する葺状の 1年金草木である。和名は継| う机の上に古ぼけた硯まで、臨氏らし〈載せてある。

子の尻拭いの官、人道問題になりそうな、いやな名| 窓を押せば、鐙かに勢劉! ( を隠れ信楽の山々が丸
であるが、 Fグソパの名は殆ど俊はずマ、コノνルヌ| ぃ。その背を連ねて夢のように立並ぶ、直ぐ前に見え
グイの方に断然人気があるのはどういうわけである| るのは、主議山だ。一得の山々は浅ましくもいたいた
う。茎は 2 m以上にも延びて、 4援をなし、麗上には| しい禿山になっている。藤原時代に濫伐した祭りが、
著しい逆剰があって、とれで他物に鈎懸する。奨は略
s角形で互主主し、とれにも逆刺がある。そんな所から
継子の尻拭いの名が起ったものである。花は夏咲くが
盤状に議り咲いて、紅〈締麗なのは、花弁でなく等で
ある。
24. ハシゲショウ
71<辺tc生じ茎は直立して60-100cmに達し、奨は楕
円形叉は長矯円形で、長さ 8 - 1 5 c m、 6、 7 月頃に
なると、梢奨2 、3 枚は白色を塁し、半面白くなるか
ら半化粧の意味だと云う説と、半夏生の侯に白色の柏、
奨を生ずるから半夏生だと云う説とある。多数水辺に
議り生えているのを見ると、大へん涼しそうである。
金草に I種の臭気がある。花は白い葉に栂対し穂状の
総状花序を出し、多数の白館町花を着付・る。ハシグν
ヨク科をなす。
25. チシゲルマ
チy グノレマは縫施主客の転化だと云う。茶花の可憐な

有様をよく現している。パラ科に属し、広州、i中部以北
の高山帯の陽地に生ずる窓生の小潜水で、高さ 10cm
に過ぎない草状の革本である。棄は奇数羽状複葉で小
葉 4、 5対、花弁は 3 c m位で 5枚白色、梅鉢形であ
る。 1殴炎、; t キナグナの様な果実を生ずる。 7 、8 月
頃白鳥山の大池に行くと、チシグノレマの花の蔭にハコ
ネサシνョククオの子が沢山競いでいる。その取り合
せが商白いので、表現は至って平凡だが、

チシグJレマの蔭に滋げり山淑魚
と駄匂って見た。

今に禍しているという。風致を害する位ならまだい
し濫伐の結果t士、年々洪水を持って来る。何時も問
題になり、知事の首切合と去はれている。南郷の洗犠
なども其為めに出来たものだ。洪水から百姓ー童話が起
るようになって、当局も困りはてた。先ず金勝山一椅
の禿山に櫛林を企てたが、文字通り赤裸々に骨髄まで
徹した禿振りには、木の植えようがない。雨が降れほ
皆根こそま押流されて仕舞う。惨健たる苦心の宋見出
したのが、知的と云う木である。根が非常に強く、
不毛鵡岩の聞にもよく笑の根を張り、少し位の雨では
流されない。これを植えてから、当局、県民は辛じて
安堵の胸を撫で下したJ とあるのであるが、その肝心
の組物が禿滑りでは、禿がさらに滑って安堵処ではあ
るまい。とれは禿縛りの間違いである。その効用は間
違っていない。此の縞物のE しい和名はヒメヤV ヤプ
νでー名ノ、グV パリと云う。山地の土砂崩潰を防ぐに
適する縞物であるから誌縛りと名付けたものである。
それで砂肪用槌物として栽1冠される重要な種類で、六
甲山などでも沢山崎えている。ヒメヤジカブνはハジ
ノキ科の落葉潅木であるが‘中には高さ 6 m、径 30cm
E乙達する喬木状のものもある。薬11 : 長卵形で、奨縁に
は犬小司守寄の鋸歯がある。花は奨に先んじて 4 月頃に
咲く。毛主果は 4 、5 個かたまって下重宝する。とれに似
た植物でオオパヤνヤプジと云う樹がある。六甲山な
どにも沢山あるが名の通りヒメヤジャブνより繋が大
きし窓果は 1つで上をl旬〈。ォ、パヤνヤプνの方
11 : 砂防の効力はあまりない。共の新聞記事の最後に商

26 匝 オエシパリ Cー名ナツポウズ ) 白い事が書いてあった「読はちと古い、青嵐永岡秀次
山地に生じ、止手春奨肢に黄緑花を族生する。チγチ| 郎氏が警保局長時代、災害視察か何かの鮒? で江: 1 ' 1 '1え
ヨウグ科の植物で、鬼縛りの名はその樹皮の強観性に| 出張した時、端なくも此の禿1脅り〈筆者団、と L にも
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滑りと書いてある〉を宛見した。その滋鵡を聞いて喜| ノキの 1衝で、その突の形が駈矧の頭に似ているから
んだ局長は、早週此の稀代の珍木を携えて帰京した。 Iである。
東京へ着くと箇く丁寧に荷造りし、 1 札を添えて発送 1 33. オオイノヌフグリ
した。婚られ主は設あろう、時の内閣書記宮長伯爵兇| 陽に咲いて摺璃ーと議ゃいぬふぐり 輸氷
玉秀雄氏、伯は金勝山を凌ぐ空濁不毛の禿頭所有者と| 作者rJ : 横浜一中に長く俸職して居られた箱根のv
して隠れ絡会人であるJ と出ているのであるが、禿が| ユクタロクグミの発見者、松野重太郎氏である。松
滑ったのでは贈った意が遥らない、禿を縛ってこそ贈| 野さんは晩年は、俳句指導もして庖られた程俳句にも
った誠意がある。 1 造詣が深かった。この句は、オオイヌブグ 9の態をよ
28. アプラチヤシ | く現はしている。外にイヌノプグ Pと云う属物がある
一寸問いただけで面白球を感じきせる名の木であ| が、それは花が淡紅紫色であるから、瑠璃一葉と去は
る。との摺物は呆実主主ぴに樹皮に泊を多く含み、舘く| れない。オオイヌフグ 9は欧州原産の 2年生草窓で、
燃えるので泊とチヤ: / C遮音〉を合せて、名としたも 11路傍至るh l 1にあり、 3 月頃から咲き始めるが、神戸地
のであろうとの事である。多筏繁葉の落葉濯木で、山 1:方ではもう 1 月に花を見掛ける処もある。そして夏ま
地に自生する。高さは4 米位になり、樹皮は灰褐色を| で咲き続ける護色の可憐な花で、濃い藍色の条があ
曇し、業は玄生してB膨或は楕円形。平春奨に先んじ| る。その果実が制可にも犬の陰麗に似ているので、か
て、漉黄色の小花を族生するクスノキ科の植物である。| く名付けられたものである。イヌノフグ 3は述調に古
29. カナクギノキ | くから在ったちので突は小さい。オオイヌフグ Dは明
ζの植物も金釘流を聯想させて面白いが、その名の| 治初年に渡来し、イヌノブグ Pの笑より大きいので大

起りは鉄釘の意と思うが、材は堅畿でないから不闘で| の字を冠せられた。明治，2( ) 1 手頃にはまだ東京辺に非常
あると牧野田本植物図鑑にある。どうもクツギの材の| に少なかったと石川光春氏の「趣味の摺物春秋」に邸
ように木釘に使用する事も閣かないし、叉鉄釘流に授| ている。筆者東京在住の大E の始め頃には、もう非常
が泊って居るわけでもなし、識者の御霊教を仰ぎたい| に繁茂していた。穴守稲荷に行く途など、平容には如
ものである。クスノキ科の植物で、添郡中南部の山地| 何にも美しく叢り咲いて居り、一面に立て並べた海苔
に自生する落葉の小苓抹で. 高さ凡そ 5米、樹幹は直 1:資の子'，ot. ぴり d りとぎを立て L 裁いている長にい
立し、樹皮は黄白色を帯び、老木では小片となって剥| さ L か詩興を起し
げ務ちる。葉は玄生で、積赤色の短い柄を有し倒波針| いぬふぐり咲くや並み立つ海苔資の子
形会縁であ. る。呆突は竣果で、球状、径 6 m m位、 10 Iと駄句ったことがある。オオイヌブグ 3と^ れたので
月頃赤熱する。 Iはどうにも句にならない。オオイヌフグ D の繋は下部
30. パリパリノキ〈ー名アオガシ) のものは対生し、上部のものは室生している。芸、花
比の植物もクスノキ科で、陵地の山地に生ずる常緑| 積、議共に綿毛がある。

献である。尾鷲の矢ノ川のほとりにもあった。高さ I 34. ヲロボウヱシゴサク
5 m - 1 3 mになり、授は太く疎で且つ平滑である。漠| 伊勢でスミ νの事を太郎幼と呼ぴ、とれを次郎坊と
は: 互生して奨簡を具え長大な按搬で硬質であるから| 呼んで、その花を互に引っかけて引張り勝負をする。
奨と繋と触れるとばりばりと音がするので名付けられ| 山足の多年草で、塊状の地下茎をもち、草丈 17cm許
たものであるう。 Iり。繊弱で、薬は二回羽状複襲。春震状紅紫花を開く。
31. カシザプロウノキ I  25. スズメノテツポウ
此の植物も今夏尾鷲の矢ノ)11蹴で採った、陵地に| 水田叉峨働] 湿の地に多数叢り生ずる越靴の、

金問常縁の喬木で、高さ凡そ10m、幹径 30cm に遺| ごく普通なイネ科植物である。茎の高さ 30cm内外
し、薬は頗る繁穏に着き、全株無毛である。ハイノキ| で、 5 - 8 c m許りの穏を 4 月頃出す。雄蕊は茶褐色
科の植物、牧野日本植物図鑑に「和名は多分助三郎の| である。和名の意は小さく可愛らしいから、鐙の鉄砲
木ならんも其意書宇かならず」とある。 Iの意である。英名は Fox tail grasso 英語で駆識かっ
32. ミミズパイ | てやったと云う事を「狐の尻つ尾草で叩いてやった」
これもハイノキ科の縞物で、暖地に生ずる常禄の喬 lと云うそうであるが、中身面白い。雀の鉄砲で打って

木で前者と同じく高さ10m位、幹径は 30cm許に遣し| ゃった、はどんなもんであろう。花言葉は道化、笑談
会株無毛である。奨は有摘で、狭楕円形或は楕円状倒 lを表はす。イ: J S ¥ にはスズメノヤムヤマスズメノヤ
披針形で、長さ 10-lScm、平潟、金縁或は先端部に I 9. 高山にはタカネスズメノヤ Pがある。との辺で税
細鋸閣があるq ミミ


